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では毎週2時間，第3学年では文科系だけが毎週2時間あった。   
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〈表1〉 男子中学校 週間時間割（1948）  
65  
〈表2〉 女子中学校 学科時間配当表（1948）  
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く表3〉 高等学校授業時数一覧表（ユ954）  
66  
3 学 年  1 2 3 学 年   
年  理科  文科  商科   学年  学年  理科  文科  商科   
国  語  3  2  3  5  5  
国  文  1  ロ  英  語  3  3  4  4  4   
古  文  4   
地  理  2  2  2  3  3  独  語  2  2  2  
歴  史  2  2  2  3  3  体  操  ロ  ロ  ロ  ロ  ロ  
公  民  1  ロ  ロ  3  3  柔  道  ロ  ロ  
代  数  3  2  ロ  
幾  何  2       音  楽  ロ  
2   美  術  ロ  
微  分   2  商  業  ロ  2  
積  分   2  聖  経  ロ  ロ  ロ  ロ  ロ   
総合数学  4   
2   
化  学  2  2  2  6  ロ  自  由  ロ  ロ  
計   
35  35  35  




（1）標準的な現代ドイツ語の平易な言葉で構成された文を理解する力と簡単   
な文による表現の力を育成する。  
（2）ドイツ語を常用する人々の生活様式と風俗，習慣ある■いは考え方，思想，   
感情，文化，そしてその民主主義と国際平和に関する精神を理解させる。  
（3）ドイツ語と韓国語の差異，そしてドイツ語を常用する人々の生活あるい   
は文化と我々のそれらとの差異を理解，体得させる。  
（4）（3）項で述べたような差異にもかかわらず，相互に尊重し，理解すること   
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から一つか二つ選択   
することになってい   
た。  
5．第2次教育  




2  3  
国  
必  
語（Ⅰ）     時 間  時 間   時 間       140（4）  140（4）   105（3）  
一 般 社 会     105（3）  105（3）  35（1  
道  徳     35（1）   35（1）  35（1）  
修  石 国  史     140（4）   105（3）  
数  学     140（4）  
科  学     140（4）  
科  育     35（1）   35（1）  35（1）  
楽  
美  術  
140（4）  
目  
総  計     770（22）  490（14）   420（12）   
国   語（Ⅱ）    105（3）  105（3）   105（3）  
社   190（3）  
四 コ貢  105（3）  
105－210（3－6）  
円 日l  
Ⅱ  70”140（2－4）  
選  物   理   140（4）  
科  140（4）  
通  140（4）  
択  140（4）  
教  練    140（4）  140（4）  140（4）  
課  210（6）  
敦  育  
楽  0－210（0～6）  
程  
美  術  
外  
科  0～175  0～175  0～175     ドイ ツ語  
国  
語   
専 門   実業その他   
専門に閲す  
る教科  （0～12）  （0－20）  （0”22）   
特  別  活  動      70（2）   70（2）  70（2）   
時 間  時 間  時 間  
総  計                    1190－1365  1190－1365  1190－1365  
（34－39）  （34－39）  （34－39）   
注 括弧内の数字は毎週の平均授業時間数  
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〈表5〉 教科科目単位時間配当基準表  
69  
教  科  科  目  単位数  教  科   科  目  単位数   
国語Ⅰ   24  美  術Ⅰ   6  
文法（4）  美  術  
漢文（6）  
術Ⅱ   42  
国  語  
国語Ⅱ  18  
古典（4）  
農業農業一般   14  
作文（4）  一般管理  4  
一 般 社 会   4  その他科目  38   
国 民 倫 理   4  工業  工業一般   14  
政 治・経 済   4  →般管理   4  
社  会                                     国  史 6  その他科目  38  
世界史  実  業  
地  理Ⅰ  6  
水産水産一般  14  
地  理Ⅱ  6  一般管理  4  
共通数学  8  
その他科目  38  
数  学   数   学Ⅰ  12  商業商業一般  14  
数  学Ⅱ   26  一般管理  4  
物   理Ⅰ  6  
その他科目  38   
物   理Ⅱ  12  家 庭 一 般   14  
化  学Ⅰ  家  庭  4  
科  学                             化  学Ⅱ 12
生  物Ⅰ  6  
その他科目  38  
生  物Ⅱ   6  英語Ⅰ   18  
地  学   4  英語Ⅱ1科目  
体  育  体  育   24   独語乃至  30  
楽Ⅰ   6  仏語2科目  
音  楽  音          音  楽Ⅱ  24  中国語   
注 毎週1回1学期で1単位，1年間で2単位。  
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〈表6〉 人文系高等学枚教科単位配当基準  
70  
必修乃至必修選択  課程別選択教科日単位数  
教  科   科   目  単位数   教科日単位数  
人 文  自 然  職 業   
国民倫理   国 民倫理  6   6  
国   語Ⅰ  20－24   20”24  
国  語                    国 語 Ⅰ  8”10  8”10  
国  史   国  史  6   6  
政治・経済  4－6   4”6  
社会・文化  4－6   共通から  
社  会  除外され  
国土地 理  4－6  ト竺‡  た3科目  
人文地理  4”6   12”18  
数 学 Ⅰ  14－18   14－18  
数  学                   数 学 Ⅱ  8－14  8－14  
物  理  8～10   共通から  
化  学  8－10  
科  学  
除外され  
物  8－10  
ト芝；0  
た2科目  
地球科学  8－10   16”20  
体、、育   体  育  14－・18   14～・18  
教  練   教  練  12   12  
音  楽   音  楽  4－6   4”6  
美  術   美  術  4”6   4－・6  
湊 文 Ⅰ  4－6   4－6  
湊  文                   渡 文 Ⅱ  4－6  4－6  
英 語 Ⅰ  10”12   10－12  
英 語 Ⅱ  10－12  10－12  10”12  
ド イ ツ 語  10－12  
外国語  
中 国 語  10－12  12  12  
イスパニア語  10”12  
日 本 語  10一・・・12   
技 術（男）  8－10  
職関  業  8”10  
工  業  8－10  
fR1 18 
業す ・る  
業  8－10  
。」  
44－66   
家敦 庭科 に   
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〈表7〉 高等学校単位配当基準  
72  
普  通  教  科  
教  科  科  目  一般系高校選択   一般系高校職業  
共 通 必 修      聾讐あ意警乗弟 高校選択     人文社会 課 程  自然課程   
国民倫理  国 民 倫 理   6  
国  語  国  語（Ⅰ，Ⅱ）   14－16   14－18  8一一10   3－8   
国  史  国  史   6（4）  
社  会（Ⅰ，Ⅱ）  4－6（2－6）   4  
社  会  〉択12－6  地  理（Ⅰ，Ⅱ）  ；二：三；‾6）〉釈1   4  2   
数  学  数  学（Ⅰ，Ⅱ）   8－14   6－8  10－18   4”18   
4   
4  択1〝2  
4  4～12  科  学  物  理（Ⅰ，Ⅱ）  董≡喜∃択2          科  学（Ⅰ，Ⅱ）       生  物（Ⅰ，Ⅱ）       生物科学（Ⅰ，Ⅱ）  4   
体  育  体  育   6－8   8－10  8”10   4”8   
教  練  教  練   12  
音  楽  音  楽   
択1  択1  
美  術  美  術   ；二≡］択1  択1 4－6  4”6  2－6  
渡  文  湊 文（Ⅰ，Ⅱ）  8～14  4－・6   4”6   
英  語（Ⅰ，Ⅱ）   6～8   14～16  14－一16   6－・16  
ド イ ツ 語  
フ ラ ン ス 語  
外国語  イ スパニア語  
2  
中  国  語  
日  本  語  
産 業 技 術  
家  庭  ）告。  ）警土1。  匿8  
農  業  
実業課程  業  
商  業  
水  産  業  
80  0  
家  事  
自  由   選   択  0～8   0－・8   0－8   
履 修 単 位 小 計  88～102 （72－84）   90～・116  90－・116   10－38   
履 修 単 位 合 計  192－20   
特   別   活   動  12一  
繚  計  204”216   
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〈表8〉 高等学校単位配当基準  
73  
普   通   教   科  
教  科  科   目  課  程  別  選  択  
共通必修                 人文・社会課程  自然課程  実業系その他と一般 系職業課程   
国民倫理  国 民倫理  6  （6）  
国  
語  
10  （10）  
国  語    文  （4）   8  8  
文  6  4   4   
文  法  4  
国  史  国  史  6  （4）  
政治・経済  
韓国地理  
社  会    世界史  4  4   
社会・文化  4  4   
世界地理   4  
一般数学  
数  学   数学Ⅰ  10   Is 7 6   
数学Ⅱ   
科学Ⅰ  
科学Ⅱ  （8）1   8   
科  学    物 理  8  学  8  
4   
生 物  6択  
地球科学   61  
体  育  体  育  6  （6）   8   8   4   
教  練  教  練  12  （12）  
音  楽  音  楽  4  （4）択  
美  術  美  （4）1  2  
漢  文  湊  文  8   4   4   
英語Ⅰ  8  （8）   
英 語 Ⅱ  12   12   8  
ドイツ語  
外国語                   フランス語  
イスパニア語  択1  択1  
10  10   6  中国語  
日本語  
技  術  
家  庭  択1 8   択1 8   4  
農 業  
工 業  
商 業  択1  択1  
水産業  8  8  
家 事  
情報産業  
教  養  選  択  2   2   2   
履  修  単  位   （）の中  は実業系その他の高等学校の基準単位   
特  別  活  動   12 ≦（12）   
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〈表9〉 普通教科単位配当基準  
科目   共通必修科目   課程別必修科目   課程別選択科目   
1．倫   理  倫  理（6）  課程別必修科目に走  
2．国   語  国  語（10）  話法（4），読書（4），作文（6），  められた教科目の中  
文法（4），文学（8）   から選択（8）  
3．濃   文  湊文Ⅰ（6），渡文Ⅱ（4）   
4．数   学  共 通 数 学（8）  数学Ⅰ（10），数学Ⅱ（10），  
実用数学（8）   
5．社   会  共 通 社 会（8）  政治（4），経済（4），  
国  史（6）  社会・文化（4），世界史（6），  
世界地理（6）   




地球科学Ⅱ（8）   
7．体   育  体  育Ⅰ（8）  体育Ⅱ（6）   
8．教   練  教練（6）   
9．音   楽  音  楽Ⅰ（4）  音楽Ⅱ（4）   
10．兵  術  美  術Ⅰ（4）  美術Ⅱ（4）   
11．実  業・  技術（8），家庭（8），農業（6），   
家  庭  工業（6），商業（6），水産業（6），  
家事（6），情報産業（6），  
進路・職業（6）   











ロシア語‡（6）   




その他から選択（4）   
履 修 単 位   70   106   12   
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9．第6次教育課定期（1996－2004）  
現在施行されている第6次教育課程期の高等学校における単位配当基準は，  
教育部告示第1992－19号によれば，前頁の〈表9〉の通りである。   
この〈表9〉の「12．外国語」に含まれる「ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」に該当する告  
示の解説部分を，多少長くなるが，次にそのまま翻訳して記す。  





的価値及び実用的価値の非常に高い科目である。   
「ドイツ語I」科目は，理解機能と表現機能を等しく育成するが，聞くこと  
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3．内容  
ア．言語機能   
（1）理解機能   
（ア）音と文字の関係の理解   
（イ）簡単な言葉を聞いての行動   
（ウ）簡単な質問や答の理解   
（⇒ 簡単な対話の内容理解   
（オ）容易な内容の言葉と文の大意の把握  
（2）表現機能   
（刀 自然な発音   
（イ）学習した内容を簡単な言葉で表現   
（ウ）実物や絵を見て簡単な対話  
国 簡単な質問や答え  




ただし，次の文法事項は扱わないようにする。   
（カ 使用頻度が低い不規則名詞と外来名詞の変化   
（イ）二重4格目的語を取る動詞   
（ウ）複合時称中の未来完了  
回 2格，3格目的語を取る再帰動詞  
帥 受動態中の未来受動   
（カ）現在分詞や未来分詞による分詞的表現   
㈲ 準関係代名詞（wieやso…．）  
208   




（1）素材   
（ア）日常生活に関する素材を主に選択するが，意思疎通機能の指導に役  
立つことがらにする。  
① 個人生活と人間関係に関すること  
（参 学校生括と交友関係に関すること  
③ 趣味，娯楽，運動，旅行等の余暇利用に関すること  
④ 健全な思考と協同精神を育成するのに役立つこと  
（参 ドイツ人の日常生活を理解するのに役立つこと   
（イ）内容の構成については，次の事項に留意しなければならない。  
① 学生の興味，必要，知的水準等を顧慮し学習意欲を誘発できるよ  
うにする。  
② 学習活動を通して，学生の意思疎通意欲を誘発できるようにする  




〔別表2〕に提示された語彙を中心として500語内外を使用する。   





209   












（3）話すことの指導は，個人別，グループ別活動，ゲーム等を通して能動   
的に表現できる機会をたくさん与えるようにする。  
（4）読むことの指導は，自然な発話に力点をおき，読むと同時に理解する   
習慣を育成する。  
（5）書くことの指導は，課題作文を中心として行う。  





（9）教科書の内容は，学生の水準と地域の特性を生かし，再構成して指導   
を行うことができる。  
㈹ 個別学習と自律学習が可能になるように，ワークブック，録音テープ   
等の補助教材を活用する。  
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イ．評価目標   
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価の比重を高めていく。  
（2）言語機能と意思疎通機能を効果的に評価できる方法を用いるようにす   
る。  









的価値及び実用的価値の非常に高い科目である。   
「ドイツ語Ⅱ」科目は「ドイツ語I」科目を履修してから学習される科目と  
して理解機能と表現機能を等しく育成するが，聞くことと話すことに重点＼をお  






ア．一般的話題に関する話と文を理解できるようにする。   
イ．一般的話題に関する内容を表現できるようにする。   
ウ．ドイツ語使用国民の生活と文化を理解し，正しい価値観を持つようにす  
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る。   
3．内容   
ア．言語機能  
（1）理解機能   
（ア）音と文字の関係を推論して理解   
（イ）易しい内容の言葉と文の理解   
（ウ）易しい質問や答の理解  
回 易しい文の大意把撞   
（オ）意味内容や事件の展開過程の理解  
（2）表現機能   
（カ 簡単な文章の書き取り   
（イ）学習した内容を簡単な言葉で表現   
（ウ）易しい韓国語からドイツ語への翻訳   





（1）素材   
（カ ー般的な話題を主に選択するが，意思疎通機能の指導に役立つこと   
がらにする。  
① 社会生活と国家に関すること  
② 趣味，娯楽，運動，旅行等の余暇利用に関すること  
③ 共同生活と関連した道徳と秩序などの価値観の確立に役立つこと  
（彰 文化と環境問題などの理解に役立つこと  
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文化論集第16号  
⑤ ドイツ文化とわが国の文化の正しい理解に役立つこと  
（ア）内容の構成については，次の事項に留意しなければならない。   
（∋ 「ドイツ語I」で学んだことを応用し，深化できるようにする。   
（D 学生の興味，必要，知的水準などを顧慮して，学習意欲を誘発で  
きるようにする。   
（動 学生の学習活動を通して，意思疎通意欲を誘発できるようにする。   



















（5）文化に関する内容は，適切な資料を使い，片寄らない思考方式と正し   
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等の補助教材を活用する。   
5．評価   
ア．評価指針   
「ドイツ語I」科目に準ずる。  
イ．評価目標  
（1）言語機能   
（ア）理解機能  
① 易しい文の意味把捉  
② 易しい文の大意，主題，素材などの理解  
③ 易しい作品の読解  
④ ドイツ文化に関する理解   
（イ）表現機能  
（》 学習した内容の書取り  
② 与えられた単語による文章作成  
③ 簡単な用件を書く  
④ 考えや感じ，経験などを適切に表現  
（2）意思疎通機能   
学習した意思疎通機能の理解と適用  
り．評価方法  
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〔別表1〕   
意思疎通機能と例文  
1．次は高等学校教育課程で履修することを勧奨される意思疎通機能と例文で   
ある。勿論ここに提示しなかった機能項目も設定することができる。  





Kann man hier schwimmen？  
○希望と意思   
Ichm6chteeinenComputer．   
IchwillinsKinogehen．  
0推測  
Vielleichtisterim Hotel．  






（Dasist）Gut！Wunderbar！   
Ich bin damit zufrieden．   
Ich freue mich tiber das Geschenk．  
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○感覚的な感じ   
IchhabeHunger／Durst．  















Was fehltIhnen？   
○招待  
Bitte，nehmenSiePlatz！  
Darfich Sie zum Essen einladen？  
Was essen／trinken Sie？  
Was m6chten Sie trinken／essen？   
○約束   
IchhabeeineVerabredung．  
Wo／Wann treffen wir uns？   
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0称賛と励まし  
Dasgeht（nicht）．  
Dasistsehr nettvonIhnen．   
〈日常的対人関係〉  
○紹介   
Ich heiJ3Ie Peter．  
Darfich mich vorste11en．  
Dasist Maria／meine Schwester．  









Vielen／Sch6nen Dank！   
IchdankeIhnenfnrdieEinladung．  
0謝りと言い訳  
EntschuldigenSie！   
”．，Weilichkrankwar．  
Es tutmirleid．  
…，dennichhabeKopfschmerzen．  
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〈勧誘と依頼〉  
○頼みと要請  
K6nnen Sie mir helfen？   
Ich habe eine Bitte．   
0承諾と拒絶   
Ja，gern．／Nein，danke．  





Das dtirfen Sie nichttun．  
Pa鳥auf！  





Das sollten Sie nichttun．   
0提案と説得  
Wollen wirins Kinogehen？   
Ichschlagevor，daBwirjetztessengehen．  
0義務  
DumuL5tzumArztgehen．   
Ich habe vielzu tun．   
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〈情報交換〉  
○事実確認  
Wirklich？Istdas wahr？  
Stimmtdas？  
SindSieAngeste11teroderBeamter？  
Da haben Sie recht．   
0説明  
DasisteinBiid von Seoul．  
Deutschistleicht zulernen．  
UmlOUhrwird dasKaufhausgeoffnet．   
Ich kennedasMadchen，das amFenstersteht．  
0経験  
Waren Sie einmalin Deutschland？  
Hastduden Film gesehen？  
○比較  
Aist（nicht）sogroLさwieB．  
A m6chtelieber auf dem Land wohnen．  
Aist（nicht）groLier als B．  
Cist der gr6Btein derKlasse．  
WelcherZugistam schnellsten？  
〈意見交換〉  
○意見を問う  
Wie finden Sie den Film？  
Wassagen／meinenSiedazu？  
○意見表示  
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Dasfindeichnichtgut．   
Ichglaube／meine，…．．  
0同意と反対   
JaノNein．   
IchbinganzIhrerMeinung．   
Ichbindaftir／dagegen．   




Wieviel／Was kostetdas？   
Ichnehme dieTasche．   
0案内  
Woistdie Schule？  
Wie kommeich zumBahnhof？  
GehenSiegeradeaus，dannzweiteStraL5erechts！  
○報告  





Wennichreichware，WtlrdeicheinAutokaufen．   
0想像  
Siescheintgltlcklichzusein．   
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Stelldirvor，WaSmirpassiertist！  
○手紙書き  
Lieber Freund！  
MitherzlichenGr（1Ben   






4．ドイツ単語に意味上の変化や文法機能上の差異がある場合も原則的に一   
つの単語と見なす。  
5．人名，地名などの固有名詞と曜日，月，基数，序数は，この表に提示さ   
れていなくても新しい単語とは見なさない。  
6．語彙表に提示した名詞，代名詞，動詞，形容詞，副詞の基本形は，その   
変化形も含んでいる。  
7．派生語は原則的に基礎語を提示し，合成語は合成の各成分が提示されて   
いて，その意味が明白な場合には，新しい単語と見なさない。  
〈語彙表Ⅰ〉  
1．冠  詞：der（die，das．．．）；ein（．”）  
2．人称代名詞：ich  wir  
du（Sie）  ihr（Sie）  
er，Sle，eS  le 
3．所有代名詞：mein－   
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dein－（Ihr一）  euer－（Ihr－）  












aus  bis   
bei  durch   
mit  f仏r   
nach  gegen   
seit  ohne  
VOn  um   
zu  entlang   
gegcntiber  
an   
auf   
in   
hinter   
neben   
也ber   
unter  
VOr   
zwischen   
entweder－Oder   
nicht－SOndern   
nichtnur－   






als  nachdem   
als ob  ob   
bevor  obwohl   
bis  weil   
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